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A 148 パ｀ター及び々－t'リンの嗜好liつぃ戈
≪:チ栄養久栄養　O松田廉子　小川久､鬼、松本仲｝

食　物　75

　目的　徒象バタ- と･？- がリンり)使唄＼'~あたって)4, 吸味<)X ζ･マーか'')ン1まA-タ- ･

馬ゐ-ILず% cﾀヽヽ銃があり, 代用島とし(攻Pれ戈きえ．しかし老年･< - itリンの痴質改翫

はめr まし<, ^種圈途,t知じ'だvf)ゐ4 配廻つt いろ．同時･^偉革よ,t の他の鍬由から，

< - itリンの秤紬･けすずな意ヽ嵐,二気化か見られhi う二恩つれゐ, そこt'匈着i 哭傑の詞

理･刎吏用し, 嗜好i:ダ系呉Kついt比較検討した.

　‘万眩　試吽･i まr紋社・バタ- i比軟したi-(･･最i 高い秤i函l得政ぶのi選t≫･･，　つv＼ ･("

ISIじ紅のマーガ>)ンx違んで他mした. 升痩としてはA" タ- , 々－ヵリン'の吸味　舌rｵ)
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1 などが出未よりの
素材･i使用材裡　分

ぶ響函

新^呼ま､1'あ4,

の
裏

評
■
＊
＊
　
-
T
T
"
　
　
＾
ｉ

i&l乙剥響^笈ぼす’とき之｡られi･粁献φ粂　豪を￥＆'i.遠f^軋絢理

はfS)- Kしたか;　加熱･時間などIt つ･･て|よ，>t れぞれの調理性･4 を

あゐ，勧険料痕･･乙わ’けゐ洵盾の風味の刈櫨4 みた他供卓弧度;　保

り●-H嘔能検査･こぶつ-C 検討しTt。>＼' 冬)レはあ学調渥系私穀及乙・

祐系　什理，釆^ ･I-あ'ifゐﾉりー，々－^リV ^)嗜好的な瘍^
,4
AM , バターライスの

　　　　　　　　　　　　　　・■　　&犬　　　　　　‥■a　　．－　　　　　　　　．ようI'^材^配･兪が単級-^･t の使用劃扮が高。I.のi 除｡卜< ，よ，刄左,if§められな/)･:>た.

後卓遥皮K よゐお'いし！のちがい,4 ほラれん奉のヽノf - Hi. っ吸観寮し/c が;　海y)るとバ

9 - の価値^･･虻きりりした。製品の保存期舒I' i *･嗜好の果化･りツキーI-ょっ・仮參

し良が婿K A"ターの風味が格f ず≪･と,いう傾向は認,められなかった。t た餉鍾系恥蔵i: 'I-

i､^比較したとこり，学曳は鈴敢･い"ター･り^r み秤柚か低s (哺つた。

A 149 豪絆缶諸（芙胴的評<めにっいて
ic?･栄養沁栄養　・か川又息ヽ官あそ泰子　松糾ﾔS-

　^的　玄性脈労ﾒ，C7 の増加と共に調斌時間が奢理化され既払　即席食品がiよんら/if ゐ

中で食品の素材をか煮L 八缶諸*'教多く出廻り鳶看しっっあ*．しヵヽしこの素材蜀飴の塀

勁な使用ざ法々US!撲素材＆しての哭用的な評西'-つﾚ･てばまriih ヽ'i.いのi t I- わか求･

v> * よう･t惑わ敢る．そこで地理．加無肴^のこれらの製ゐt私鮮食ぷ,と比較i、訓麗に

かかる手簡，肝閤. £吹値をの羞などについて検豺を試みr-.

　■zま　試料としてIS使用頻度.が高いと愈ｵ・れろた今，ご＼S'-)．里芋.^ んこん<r> )iか．

Si.瞼聞のiio餐4奪す'*大麦の工みai此らんだ. 又対參とした'^群食みは缶詰･-Hロx.した

i のt 同一のi のi 入かし使用i /こ．調理法は煮ゐ．楊･fろ，あえろ　炒めろ及tf'汁とし

H.れぞれ材料にを*・ <t ･(舗猿した･。$i諮と唆鮮食品りま同時こ詞理t すr ih，それや歳寥

｀鳶作業時蘭，加熱時間1 測吏し瓦. 調理後蚤ちに多能検蚕i行ない吼昧t評価l 戸,．　パ

キ･レtあ零捕理系私鼻と学生/S名やiりゐ．ヌ,価格は豪家申i*-^"の午閤月別野菜か嚢^西掻t

個数Lを粂蔓t考慮しre ぷ,･(-tfi詣!i比軟した．

　緒象　作業貯間,^-つi. >べは, 缶訪これたままの形<■･-il.用-c･き＆幹理や憾，笛詣とま,群衆

品の湖r- f

た．加熱奇聞･こっ.･. -tiよ人含め敷殉^の甚しい疹i*Sil として. 誰理-^-泌,こi. りそのsiの大

5*2 ･よ異なり，煮匈，あ欠絢手の下煮漿稽＼<わ'い(^'i--^rるが鋤匍ぐは殆んど^'-ば認め

ら水なかった．野乗ダ･品種としてlよあt;≫ れ，脊リt期悸ず*ごirう，しんこんの辞価か砥

< 叉仙理堵K ･．･(^ 同祗の礒向がみられた．禰格･よ令均し工虹舛40 /i
～μ櫓-c- めっ八.


